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■問い合わせ先　市役所本庁舎総務課 （0857）　20－3102

福島県郡山市と姉妹都市提携

青谷・羽合道路アクセス部開通

市制施行117周年記念式典市制施行117周年記念式典
市政に貢献されたみなさんを表彰市政に貢献されたみなさんを表彰
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第8次鳥取市総合計画

人が輝き  まちがきらめく  快適・環境都市  鳥取
〈鳥取市の将来像〉

「個性」を活かした
まちづくり

「連携・交流」による活力
にあふれるまちづくり

市民が主役の「協働」
によるまちづくり

自己決定による「自立」
したまちづくり

世界と手を結び未来へ「飛躍」
する夢のあるまちづくり

〈まちづくりの５つの原則〉

夢があり誇りのもてる20万都市づくりビジョン

〈まちづくりの基本政策〉
明日を担う人づくり明日を担う人づくり

自然と社会が調和した環境づくり自然と社会が調和した環境づくり

交流と文化によるまちのにぎわいづくり交流と文化によるまちのにぎわいづくり

コミュニティを中心とした地域づくりコミュニティを中心とした地域づくり

安心でいきいきとした暮らしづくり安心でいきいきとした暮らしづくり

地域を支えるものづくり地域を支えるものづくり

効率的で質の高い市役所づくり効率的で質の高い市役所づくり

地域の特性を活かした計画的なまちづくり地域の特性を活かした計画的なまちづくり

夢があり誇りのもてる
新しいまちづくりがスタート

　旧鳥取藩の士族が安積原野開拓のため郡山に入植
したことが縁となり、姉妹都市提携を結びました。
鳥取・郡山両市の会場をテレビ会議システムで結ん
での同時中継により、盟約書に署名、調印しました。

（11月 30日）（11月 30日）

鳥取市安全で安心な
まちづくり推進条例

（1月 1日施行）（1月 1日施行）

（11月 25日盟約式）（11月 25日盟約式）

鳥取市災害時要援護者支援制度（3月1日から実施）（3月1日から実施）

（4月1日から実施）（4月1日から実施）

鳥取市定員適正化計画

鳥取市男女共同参画かがやきプラン

指定管理者制度

地域包括支援センター

（4月1日から実施）（4月1日から実施）
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　10月 1日（日）に、市制施行 117周年記
念式典がさざんか会館で行われました。
　式典では、はじめに竹内市長が「本市の発
展にご尽力いただいた皆様方に深く敬意と感
謝を申し上げます。地方自治体を取り巻く状
況は厳しいですが、山陰の中核都市として、
市民の皆様と手を携えて活力ある鳥取市の実
現を目指してまいります」と式辞を述べまし
た。そして、自治会、福祉、産業など、さま
ざまな分野で鳥取市の振興と発展に貢献され
たみなさんを表彰しました。また、平成 17
年秋および平成 18 年春の叙勲褒章受章者
37 人には、その功
績をたたえ記念品を
お贈りしました。
　みなさん、おめで
とうございます。

合併1周年記念「とっとりきらめき祭」（11月 1日）（11月 1日）
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